
ご参加ご希望の方（オンライン配信のご希望も）は、
二次元コードを読みとり、開催2日前までにご登録をお願いいたします。

〒673-8686 兵庫県明石市中崎 1 丁目 5 番 1 号 明石市議会「市民の会」控室
Mail shiminakashi@gmail .com

昨年５月から議員生活がスタートし、もうすぐ一年が経とうとしています。 初当選、初議会、すべてが初めての
経験でしたが、さまざまな地域の問題に真摯に向き合い、解決策を考え、年4回開かれる本会議では5人全員
が質問を行いました。 本年度も、誰一人取り残さない「SDGｓ未来安心都市・明石」の実現に向けて全力で取り
組んでまいります。

JR明石駅南口すぐ
（明石市大明石町1丁目6-1）14時～16時

あとがき

発行　明石市議会　市民の会　〒673-8686 兵庫県明石市中崎 1 丁目 5 番 1 号 明石市議会「市民の会」控室
Mail　shiminakashi@gmail.com ※この市政だよりは、明石市議会「市民の会」政務活動費によって発行されています

4月27日土
パピオスあかし2階
あかし市民広場

新年度予算特集！ 令和６年度の明石ってどうなるの？

当選から1年！市民目線で活動しています！

「市民の会」は、市政のこと、議会のことを市民の皆さんにわかりやすくお伝えしていきます。
※子育てやお仕事が忙しい方のために、オンライン配信もいたします。

あかし市民広場

令和6年
春号
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建設企業常任委員会所属(副委員長)

全員当選で活動スタート 明石養護学校視察 地域で問題になっていた
不法係留船の撤去作業が順次開始

講師を招いて近畿市民派議員の勉強会あおぞら園視察

議会ごとに「市民の会だより」を配布

丸谷市長に市民の会から予算要望を提出タウンミーティングで市民の声を聞く

「子どものまち」 「本のまち」 へ
こどもの好奇心や想像力を刺激し、健やかな成長
を支援するため、青空の下で自分の責任で自由に
遊ぶことができる遊び場 「プレーパーク」 を実施。
石ケ谷公園、金ケ崎公園で各2日×2回を予定。

公園でのプレーパーク実施へ
2025年春頃に二見地区のイトーヨーカドー明石
店内に図書館が開設。 また西明石地区にも2026
年に図書館が開設予定。 明石市立図書館では学習
可能な座席を対象にした予約システム導入へ。

図書館新設構想が具現化
もっと

「誰一人取り残さないまち」 へ
保護者の子育て及び就労の両立支援のため、病児・
病後児保育の市内3か所目を西明石に開設（2024
年6月）。 年度内の4か所目開設も検討。 オンライン
予約システムは12月頃に導入予定。

病児・病後児保育の拡充
フレイルを予防し健康寿命を延ばすため、個々に
応じた健康づくりの取り組みを強化。 自身の健康
状態を見える化し、健康を強化へ。 市内4か所に
あるふれあいの里や地域でチェック会も開催。

フレイルチェック対策を拡充
もっと

「SDGsのまち」 へ
気候非常事態宣言で表明した「2050年までに二酸
化炭素の排出実績ゼロ」実現に向け、市民向け地球
温暖化対策ガイドブックを作成。 住宅および事業
者における省エネ・再エネ設備の導入も促進。

脱炭素社会に向けた取り組み
海の栄養塩類を補うために肥料を投入。 漁獲量
が激減している明石だこの資源保護のため、たこ
つぼの投入を拡充し、マダコの種苗生産技術の
開発支援を行い持続可能な「豊かな海」を再生へ。

豊かな海づくりを促進
もっと

「安全・安心のまち」 へ
水源転換の取り組みが本格化。 令和6年度は、県営
水道からの増量受水を開始。 令和7年度からは、
阪神水道企業団から新規受水。 また水道事業にお
ける中長期の投資・財政計画の策定が始まります。

安全・安心な「水」を届ける
山陽電鉄藤江駅の整備工事が開始。 市の補助で、
階段スロープ化、バリアフリートイレ設置などが
行われ、みんなにやさしい駅へ。 また工事が続い
ている西明石・南畑踏切は、秋頃に供用開始予定。

駅バリアフリー化＆踏切安全対策
もっと

みんなでつくる財政白書策定へ
「財政白書」 ができれば、財政の課題が見える化され、市民と
共有できるように。 公募市民や有識者による検討会で内容が
話し合われます。

1

小児科診療所開設助成金の導入
年少人口10万人あたりの小児科医師数が、全国・兵庫県平均
よりも低い本市。 さらに市内でも偏りがある状況。
小児科増加を通じて、子育てしやすい環境づくりを。

2

こどもの居場所を学校内外で整備
小中学校内にフリースペースを設置し、専属職員による支援
を開始。 学校外の居場所（トロッコ）2か所目を10月に魚住に
て整備予定。

3

医療的ケア児への支援拡充
医療・福祉等が連携し、切れ目ない支援体制の構築へ。
総合相談窓口の設置、関係機関等との協議の場の設置、ハンド
ブックの作成、保育所の支援等を予定。

4

福祉人材育成の助成金範囲拡充
市内の福祉事業所等で働く職員及び法人を対象にした研修・
試験受講助成の範囲を拡充。特に初任者研修は全額補助となり、
障害者外出支援の研修なども補助対象に。

6

民間プールでの水泳授業の試行
効果的な水泳授業の実施に向けて民間プールを活用。
インストラクターによる水泳指導を試行実施へ（谷八木小）。
校舎からの送迎はバスにて。

7

移動型バスケコートの実証実験
バスケゴールのある公園は市内1か所のみ。 新設には音や老
朽化の課題も。 そこで 「移動型バスケコート」 活用を提案
し、採用に。 候補地は石ケ谷公園、魚住みんな公園など。

8

橋本県議と協力し解決へ

自然豊かな石ケ谷公園 (仮)西明石地域交流センター

八木自治会開催のグランドゴルフ

他駅も順次バリアフリー化へ

地球温暖化防止ハンドブック

委員会で尼崎浄水場を視察

明石だこ

病児・病後児保育「にこ」

兵庫県内初!

泉房穂氏前明石市長
ゲスト参加決定！

泉房穂氏前明石市長
ゲスト参加決定！

政策が実現!政策が実現! 新年度予算を決める3月議会が閉会。 一年を通じて市民の会が
提案してきた数々の政策が実現することになりました！
市民の暮らしを第一に、「市民目線の政治」と「やさしい明石」を
これからも継続させていきます。

5
紙類リサイクルボックス 「Taco箱」 が市役所西庁舎に新設。 
 「ゼロ・ウェイストあかし」 を合言葉に、事業者向けパンフ
レット再編や啓発活動も加速。

ごみ減量・再資源化の取組促進

※ご登録なしでの当日参加もできますが、会場準備のため、
　できるだけ事前にご登録をいただけましたら幸いです。

市政報告会のお知らせ



丸谷市長は2024年度を 「共創元年」 と位置づけ、予算案を 「SDGｓ未来安心
予算・市民とつながり、共に創る、明石の未来」 として編成しました。
産官学との共創による取組の推進として、居場所づくりや移動支援、健康・福祉
の向上など地域課題を解決するために、企業や大学との連携に取り組んでいく
ことや、民間事業者のノウハウを活かした 『明石市民間提案制度』 を創設する
ことが示されました。 また市民との対話によるまちづくりの推進として、毎月
1回以上のタウンミーティングの開催や、市民を対象としたファシリテーター
養成講座も実施へ。 まちづくり組織への支援も拡充されます。

下記のほか、会派代表者として令和 6 年度の施政方針や財政について代表質問を行いました。
①今後も『こどもを核としたまちづくり』の方針は変わらないことを確認。
②環境産業局の新設を機に、国が注力する GX 関連の取組や補助金をわかりやすく提供する
ことで、地元企業の新たなビジネスチャンスにつなげる政策の実施を提案。

中川 夏望

（要旨）令和5年度は小規模保育事業所の新設が
計画通り進まなかった。
その理由と、それを受けて令和6年度はどのよう
な対策を実施するのか。

（答弁要旨）令和5年度は土地の確保と今後の
人口減への懸念から事業者が消極的に。 公募を
事前に公表し、回数を増やしたり、期間を長く
設定したりすることで、申込増を目指す。

●待機児童ゼロに対する取組について

（要旨）公立幼稚園の預かり保育は16時まで
の園が基本。 ①18時までの園を増やさないか。
②18時までの園に遠方から通えるよう、駐車場
等を整備しないか。

（答弁要旨）①利用ニーズを把握し、利用者が見込
まれる園は時間延長を検討する。 ②現在は就労
家庭のみ自転車通園を認めている。 各園の状況
を把握し、バランスを見ながら検討する。

●公立幼稚園の預かり保育の拡充について

なかがわ なつみ

明石の福祉は本当にやさしくなってきているのだろうか。
「障害者にやさしくない」 と障害がある当事者、家族、福祉現場、教育現場から苦言を聞くたびに
辛くなるが、まだまだやれることが絶対にある。 やさしい福祉を前に進めたい。
そんな思いで本会議に臨みました。

金尾 良信

（要旨）本市の障害者数から考えて必要数の確保
ができているか。 被害を受け、施設の使用ができ
なくなった場合、代替施設について計画している
か。

（答弁要旨）明石市保健福祉施設協会に協力を要請
し、災害時の連携強化を図るとともに、協会に加盟
する施設との福祉避難所協定の締結に向けて協議
をするなど積極的に取り組んでいる。

●災害時の障害のある方への支援について

（要旨）利用者に不利益が生じないような環境
を整える必要がある。 サービスの質の向上に
関して、市としてどのような取り組みを行っ
ていくのか。

（答弁要旨）適正な事業所運営を行うための支援、
資格取得支援事業に関して、一部資格の補助割合
を引き上げる。 現状の21資格から25資格に対象を
拡充した令和6年度当初予算を提出している。

●福祉人材育成とサービスの質の向上について

福祉事業所
「納豆工房なっとこちゃん」訪問

被災した輪島市を訪問

かなお よしのぶ

2025年を迎えると約800万人いる団塊の世代がすべて75歳以上になり、計算上は国民の４人
に１人が後期高齢者という 「超高齢化社会」 に突入する。 社会全体にさまざまな課題をもたらす
と言われているこの超高齢化社会の問題と深く関わっている 『在宅介護の支援体制』 と 『持続
可能な農業経営』 について質問をしました。

山中 裕司

（要旨）介護の相談窓口や事例紹介などを掲載
した「在宅療養ハンドブック」を作成できない
か。 また家族介護者を対象とした介護教室を
開催してはどうか。

（答弁要旨）在宅療養ハンドブックを新年度の
できるだけ早い時期に、作成・配布できるよう
取り組んでいく。 介護教室などの取り組みが
活発となるよう市としても支援に努める。

●在宅介護の支援体制について

（要旨）高齢化による担い手の減少や耕作放棄
などの課題解決策として、スマート農業に向け
た農業環境整備や「半農半X」の就農支援を行う
べきでは。

（答弁要旨）現在、順次アンケートを実施しており、
スマート農業や半農半Xの導入も選択肢の一つと
して考えている。 地域のニーズをしっかりと把握
し、調査・検討していく。

●持続可能な農業経営について

やまなか ゆうじ

「海のまち」 としてのポテンシャルを活かして、 『東の湘南、西の明石』 と憧れられるようなまち
へ。 東の玄関口ともいえる朝霧駅周辺における魅力向上を目指し、質問をしました。 加えて、
市民の声をさらに聞いたまちづくりを提案。 「子どものまち」 だけにとどまらない、第二・第三
の魅力をつくっていきます。

山下 祥

（要旨）①一般車ロータリー台数確保を。
②歩道橋壁面を透明パネルに更新して景色を
楽しめるように。
③歩道橋エレベーターを24時間化すべきでは。

（答弁要旨）①ロータリーは警察等と協議しながら
検討。 ②歩道橋壁面は改修タイミングでの仕様
検討。 ③エレベーターは議員提案の社会実験も
有効。 市民の声も聞いて検討。

●朝霧駅周辺のアクセス・景観向上について

（要旨）市民の意見を聞く公募制度 「パブリック
コメント」 が10件未満の案件も。 タウンミー
ティングを通じて1件でも多く募集する工夫を
しないか。

（答弁要旨）政策立案前に関わったタウンミー
ティング参加者に計画素案をお知らせするのも
一つ。 このほか広くパブリックコメントを募集で
きるよう方策を考えていきたい。

●さらに 「市民の声」 に耳を傾けたまちづくりについて

海のまちの景色を楽しめるように

歩道橋エレベーターは
現在22時〜翌5時まで休止中

やました しょう

明石市の目指す「誰一人取り残さないまちづくり」は、とても大切。 同時に、とても難しくも
あります。 本気で目指すなら、あらゆる工夫が必要です。 今回は「こどもの権利を守るしくみ」、

「市民サポーターの活躍につなげるしくみ」、「みんなにとって使いやすい公共施設の予約の
あり方」について思いっきり提案しました。

黒田 智子

（要旨）こども基本法ができた今、こどもや保護
者の声を聴き問題解決し、計画や政策にも反映
すべき。 こども会議や公的第三者機関設置や
当事者会への支援をしては。

（答弁要旨）計画に小中高生や保護者の声を反映。 
こどもの権利や利益を守るしくみを調査する。 
こども・若者会議は定期開催し、至る所に意見を反映
する。 当事者会への支援は、こども財団等で検討。

●こども基本法に基づいた施策の実施を

（要旨）明石市はさまざまなサポーター養成講座
を開催し、理解や支援の輪を広げてきた。
サポーター養成後に、実際の支援に関われる
までの支援をしないか。

（答弁要旨）ゲートキーパーやひなんサポーター
は、効果的に活動できるようしくみを研究。 ひき
こもりサポーターは県と連携し活躍の場の創出
を、更生支援サポーターは講座再開を検討。

●市民サポーターの活躍につながる支援を

こどもによる作戦会議をサポート

くろだ ともこ「対話と共創」

明石市立図書館は子どもにも人気

18時まで預かり保育を実施する
松が丘幼稚園

あかしリサイクルボックス
「Taco箱」の設置

市民救命士講習に参加

自殺予防ゲートキーパー研修に参加

丸谷市政の
新年度まちづくり基本方針は

丸谷市長との協議

3月本会議における「代表質問・一般質問」（抜粋）


